
「住環境・就職支援等留学生の受入れ環境充実事業」 選定取組

先進的事例（日本語教育機関との連携）：就職活動に必要な日本語支援プログラムの実施

「日本での就業と社会生活」双方の不安を解消し、日本での就職意向を向上させる

日本語学習支援プログラムを実施する。

実施機関名：大学コンソーシアム京都

留学生の就職活動時における日本語の課題

＜企業＞
外国人留学生に求める資質・スキルについてベスト5
（マイナビ 2017年卒企業外国人留学生採用状況調査）
◇日本語能力 85.3％（第１位）
※ネイティブ・ビジネスレベルを求める企業がほとんど

＜留学生＞
日本での就職活動時において、障害や不利となったこと
（リクナビ 外国人留学生の採用・就職に関するデータ集より）
◇企業が外国人留学生に求める日本語能力のレベルが高い

37.8％ （第3位）

日本語習得が就職活動のポイントに

当該事業における成果

KyoTomorrow Academyのプログラムで支援

ビジネス日本語講座参加者アンケート結果（回答者90名）

非常に軽減された 5

はい 48

少し軽減された 29

いいえ 7

Q.日本語で就活をする不安は減りましたか？

不安軽減に

【感想】
・就職活動だけではなく、日常生活でも
活かせますので、大変勉強になりました。
・わかりやすい日本語で履歴書の書き方
が わかりました。
・会話する時注意しないといけないことを
教えてもらいました。
・すごく勉強になりました。面接のために安心し
ました。


